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１．エリアソリューション事業とは
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JTBグループの事業戦略

ツーリズム

ビジネス
ソリューション

エリア
ソリューション

①観光ICT
②事業者ソリューション
③ふるさと納税
④施設運営・管理
⑤商事・出版
⑥金融・決済
⑦その他

行政

①旅行

②地域交流事業
（PR・実証実験・BPOなど）法人

(企業・行政・学校)

個人旅行者

①旅行、出張
②イベント（企画・運営）
③研修（企画・運営）
④福利厚生
⑤プロモーション
⑥MICE運営
⑦その他（グループ内外）

企業
(メジャー)

誰に

「エリア」
の
交流促進課題解決
※JTB取扱い旅行者に限らない

「お客様・旅行者」
の
実感価値向上

「企業」
の
コミュニケーション課題解決

トータル
ソリューション

「交流促進」に
資するデジタル
ソリューション等の
長期契約型の事業

※「交流の目的」づくりにも着手

何を 何のために

観光事業者



エリアソリューション事業とは

目指すのは「送客」ではなく、地域目線の「誘客」

①地域の事業者様・自治体の課題を解決し、交流を増やすサポートをすること
②魅力的なコンテンツを、地域の皆様と共に創り上げていくこと
③ＪＴＢグループだけでなく、地域の事業者様との連携でエコシステムを作り上げること

持続的なデスティネーションの発展を目指して、継続的な「交流」を生む
仕組みづくりに取り組む



シンボル景勝地

ホテルB

エンタメA

食事

食事

エンタメB

一次交通

二次交通
ショッピング

ショッピング
観光地A

観光地B

観光地C

観光地D

観光地E

観光地F

ショッピング

ホテルA

多様な事業者との共創によりエリア・地域の持続的な発展を希求し続けそれを実現する
存在となるビジョン

“地域・エリアを１つのテーマパークのように「つなげ、価値を高める」”目指すべき姿 (状態)

１
観光地デジタル化

支援事業

３
エリア開発事業

２
観光地整備・
運営支援事業

※地域・エリアの状況に応じて、様々な規模(大・中・小)・範囲にて、ある
いは様々なパートナーと共に事業展開します。

エリアソリューション事業戦略／ビジョン・目指すべき姿



【3.エリア開発事業】
✓エリア・地域に貢献する事業の開発
（自主事業の経営・運営）

特定の重点エリア・地域において
は、、

ホテル所有

シャトルバス事業
経営・運営

商業施設
所有

観光入場・体験施設
経営・運営

ホテル経営参画

テーマパーク
経営参画

【2.観光地整備・運営支援事業】
✓ 自治体の事業運営を支援するサービス
✓ 宿泊・観光事業者の事業運営を支援するサービス
✓ 自治体・DMO・事業者のハード整備のサービス

【３.エリア開発事業／
IR関連事業、大阪・関西万博関連事業】

大阪においては、、

※大阪IRイメージパース

日本国内の各エリア・地域において、、

【1.観光地デジタル化支援事業】
✓ 観光関連事業者のデジタル流通を支えるデジタルプラット

フォームサービス
✓ 自治体・DMOのCRMを支援するデジタルサービス
✓ エリア・地域と観光関連消費者をつなぐデジタルプラット

フォームサービス

エリアソリューション事業 3つの事業区分



観光地デジタル化支援事業
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観光地デジタル化支援事業 ～JTBがデジタルを活用して目指す世界観～
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何故？観光地のデジタル化が必要？

旅行者の視点
✓スマホ１つで、便利に快適に簡単に旅行したい

✓窓口に・列に並びたくない、オンラインでの購入意向

✓キャッシュレス・ポイント付与

✓情報はデジタル（SNS）で取得

情報収集・観光行動の変化への対応
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何故？観光地のデジタル化が必要？

観光地・観光事業者の視点

✓ 業務の効率化 人手不足解消

✓ 観光客の情報収集・観光行動の変化への対応

✓ 消費拡大・周遊促進・リピーター増

✓ オーバーツーリズム対策

持続可能な観光地・社会の実現
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何故？観光地のデジタル化が必要？
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観光DX支援の目指すべき姿

デジタルマーケティング支援
（地域共創基盤）

観光地情報の提供

企画商品の提供

デジタル流通拡大

JTB
着地販売サイト

旅
行
者

GFJチケットプラットフォーム

JTB BÓKUN

外部提携サービス

るるぶ観光地情報

※複数のサービスを組み合わせ、
最適化して提供

観光DX支援サービス
（ツーリズム・プラットフォームサービス）

JTBグループのデータ基盤

事業者の生産性向上
・販路拡大、共通券等の企画商品拡大によるデジタル販売拡大
・バックヤード業務の効率化

事業者、
自治体・DMOの
実感価値

便利な予約・購入・入場、快適・安心・安全な旅ナカ体験
・間際でもスマホで予約・購入・入場が完結 ・共通券等でお得に周遊
・時間指定入場等による、3密の回避

旅行者の
実感価値

入場・体験事業者
（遊園地・テーマパーク・
美術館・アクティビティ等）

自治体
ＤＭＯ
（地域オリジナルツアー等）

つなぐ

自治体・ＤＭＯ
観光事業者

公式サイト

国内外各社
販売サイト
（OTA・旅行会社）

公式サイトの運営支援

観光事業者 販売チャネル

旅館・ホテル

JTBデータコネクトHUB

Kotozna In-room
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２.共創による観光DX推進
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【参考】観光庁の動き：観光DX推進のあり方に関する検討

出典：観光庁
https://www.mlit.go.jp/kankocho/iinkai/kanko_dx.html
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【参考】 観光庁 観光分野におけるDX推進

出典：令和5年度 観光庁資料 https://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/digital_transformation.html
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これまでの観光地
一度見れば

十分
日帰りで

十分

観光消費が伸びない リピーターが増えない

雇用が生まれない

ここでしか体験できない、高付加価値・豊かな滞在体験

旅行目的・スタイルと多様化に対応

「見る」の狭義の観光から、「滞在」「体験」「交流」の広義の観光へシフト

JTBが目指す観光DX
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地域の来訪者・リピーターの拡大

住民・観光事業者、旅行者 全てが満足
双方が利益を享受

観光地の価値向上・観光が成長産業
人口・交流人口の拡大

デジタルソリューション・データを活用して課題解決

観光DX

地域の人の力・地域一体運営

JTBが目指す観光DX
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JTBが目指す共創によるDX推進とは 何故、共創か？

●共創とは、企業があらゆる利害関係者（ステークホルダー）と協働しながら事業を行
い、

新たな価値を創造すること
持続可能な観光地づくり

インバウンド

日本国内

近県

〇〇県

DMO・DMC

人材育成

デジタル化

着地コンテンツ

デジタル
マーケティング

地域住民・事業者の一体化

DX＝生産性向上、収益拡大

B社

A社

共創

共創

共創
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共創事例① ナビタイムジャパン×JTB 関門DMOにおける共創事例

関門DMOは、令和５年に登録DMO法人（地域連携DMO）として認定されたこと
により、登録要件を達成することが必要となる
（１）観光地域づくり法人を中心として観光地域づくりを行うことについての多様

な関係者の合意形成
（２）各種データ等の継続的な収集・分析、データ等に基づく明確なコンセプトに

基づいた戦略の策定、ＫＰＩの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立
（３）関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整･仕組みづくり、

プロモーションの実施
（４）観光地域づくり法人の組織
（５）安定的な運営資金の確保

DX推進
各種データを取得出来る仕組み
データを分析出来る仕組み
デジタル人財の育成

多様な関係者の調整
県を跨いだ２つ自治体（下関・北九州）
参画民間事業者

観光地経営
魅力ある着地コンテンツの開発
着地コンテンツの情報発信
滞在時間、消費の拡大

地域の抱える課題
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共創事例① ナビタイムジャパン×JTB 関門DMOにおける共創事例

ナビタイムジャパン様とJTBによるDX推進
①地域の情報発信、公式サイトによるオンライン販売
②魅力ある着地商品の開発と販売
③地域独自データの取得、データ分析

経路検索機能（トータルナビ）
旅程作成機能
MAP表示機能

TourismPlatformGatewayによる着地商品
のオンライン販売（QRコードによるチケットレス）
オンライン販売のデータ取得、個人情報管理
着地商品開発及びオンライン化の促進

両者による自治体、関係事業者の調整

「関門海峡コンテンツプラットフォーム」を構築し、お客様へ観光情報、スポット
情報、経路検索等を利用出来るサービスを提供。観光情報から「一元的に検
索、予約、販売、決済」出来る。

課題解決
共創ソリューション
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共創事例① ナビタイムジャパン×JTB 関門DMOにおける共創事例

データの収集・蓄積・分析・利活用
デジタルマーケティング、CRMの強化による 地域のファン作り

魅力ある滞在コンテンツの拡充

移動を旅の目的に・・・海峡横断のメガジップライン、ドローンタクシーなど

インバウント向けのインフラ整備・コンテンツの拡充

地域連携の魅力ある共通券・周遊券の開発
観光再始動（看板商品）等を活用した、地域独自商品の開発
地域通貨

JTBにBŌKUN活用によるインバウンド向け体験コンテンツ開発・流通
観光施設、食施設、商店街の多言語翻訳表示

今後の展開



共創事例① ナビタイムジャパン×JTB 関門DMOにおける共創事例

門司港レトロフリーパス（5館共通券）
7月14日発売

❶九州鉄道記念館
❷旧門司三井倶楽部
❸関門海峡ミュージアム
❹旧大阪商船
❺門司港レトロ展望室

JTBソリューション活用による、
エリア全体の付加価値向上に向けた取組みの実施

・チケットHUB ・JTB BOKUN・Tourism Platform Gateway

面的DX推進

交通パス（船・バス・鉄道）も検討
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共創事例②東武鉄道グループ×JTB 日光MaaSの共創事例

■ 世界遺産の日光の社寺の入場は、電子化が進んでいない。
→特に東照宮は、GW、紅葉の時期、連休には行列になる

■ 日光エリアの観光事業者の一体感

■ 例年、紅葉の時期、連休時には、マイカー渋滞が課題である
→ CO2排出（排気ガス）

地域の抱える課題



【参考】環境にやさしい観光地づくり （環境配慮型・観光MaaS ）

266

～栃木県が目指す2040年の地域循環共生圏～

脱炭素地域交通モデル
構築計画（R1）

MaaSシステムを核として、
EVカーシェア等の組合せによ
る脱炭素交通モデルを目指す
事業計画の作成

日光ＥＶ推進連携会議

EVの普及等により日光を「環
境にやさしい観光地」として
ブランド化するため、官民に
よる協議会を主催

ＥＶバス導入（R2）

急速充電器整備（R3）
県営駐車場
（華厳・赤沼）に
急速充電器設置

市道1002号線を
走る低公害バスを
EVバスに更新

～栃木県の主な取組～

次世代自動車新車購入率

温室効果ガス削減（2013年度比）

2025年度：県全体50%

（2019年度：32.6%）

2040年度：日光市内80％

2025年度：県全体18%

（2017年度：4.8%）

2040年度：日光市内50％削減

数値目標（参考）

栃木県環境基本計画

（2021年3月）
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共創事例②東武鉄道グループ×JTB 日光MaaSの共創事例

環境にやさしい持続可能な観光地づくり
（環境配慮型・観光MaaS ）

首都圏から日光までの鉄道を有する「東武鉄道」様と共創
①MaaSアプリに交通・観光商品・情報の一元的なサービスを展開
②MaaSアプリによる、マイカー削減・鉄道利用促進（SDGs）
③日光の観光事業者のデジタル化支援

NIKKOMaaSアプ
リ構築・運用
交通デジタルパス
プロモーション

拝観・入場・体験事業者開
拓、デジタル化
NIKKOMaaSアプリ構築
EV・PHV充電器設置

EV・PHV
カーシェア設置・運用

課題解決
共創ソリューション
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共創事例②東武鉄道グループ×JTB 日光MaaSの共創事例
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共創事例②東武鉄道グループ×JTB 日光MaaSの共創事例

日光エリアは、当初はチケットの電子化が全く進んでいなかったが、「日光東照宮」
の電子化をきっかけに、エリア全体の入場チケットの電子化が進み、新たに体験事
業者の参画も決定

◎デジタル化による地域一体化の取組

2021年10月
NIKKOMaaS開始

20２２年３月
NIKKOMaaS第2弾

交通デジタルパス
EVレンタカー
シェアサイクル
販売開始

日光東照宮をはじ
め、24商品の入場
電子チケットの販売
開始

入場チケットに加え
て、新たに体験事業
者（15商品）のオン
ライン販売開始

20２２年10月
NIKKOMaaS第3弾

10月の販売開始以降、
周辺の温泉ホテルによ
る日帰り温泉券なども
商品化が進む

日光東照宮の電子化に
より、日光山林王寺、日
光二荒山神社など13事
業者の電子化契約

これまでに拝観・入場施
設に加えて、体験・アク
ティビティ事業者の参
画が進む

地域の参画事業者が徐々に拡大＝地域一体化

今後の展開



共創事例②東武鉄道グループ×JTB 日光MaaSの共創事例
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■期間：12月
■内容：日光の老舗名店会を中心に
試食程度の商品を共通券化。
日光のお土産販売増に資する実証。
■価格：1,500円

■期間：10月13日～12月末（第一期）
：1月上旬～2月末（第二期）

■内容：入場15業者＋日帰り入浴3施設
■価格：@4,800円

■期間：10月6日～発売開始
■内容：9事業者15商品
（ネイチャーツアー、ナイトツアー、着物レ
ンタル、タクシー貸切、ろくろ体験等）

JTBBOKUN 日光とくとくパス
（湯めぐり付き）

NIKKO
カップグルメ

10月13日に「日光とくとくパス」、12月に「NIKKO カップグルメ（看板商品）」発の共通券発売



共創事例②東武鉄道グループ×JTB 日光MaaSの共創事例

移動・観光の多種多様なコンテンツ

お得なデジタルフリーパス
鉄道・バス

EV・PHVカーシェア
シェアサイクル・EVバス

拝観・入場チケット
体験アクティビティ

各種データを蓄積し、マーケティングに利活用

NIKKO MaaSとは、“国内初の環境配慮型MaaS”。
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共創事例③くまモン×パイオニア×JTB くまモンランド化構想の共創事例

阿蘇の魅力を伝え、観光

周遊を促進し、観光消費

額の拡大増加を目指す

「くまモン」を最大限に活用し、

「くまモン・熊本県」のファンを

拡大、リピーターを増やす

■ 度重なる災害や新型コロナにより疲弊した地域を活性化

■ 情報提供の不足により、阿蘇の魅力が、十分に伝わっていない

■ ２次交通・3次交通網の課題

■ 阿蘇を周遊滞在するコンテンツ不足地域の抱える課題
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共創事例③くまモン×パイオニア×JTB くまモンランド化構想の共創事例

くまモンランドのおすすめスポットに紐づいた「るるぶ」観光情報や
新たな専用コンテンツを「NP1」から自動でPush通知。

●音声による観光レコメンド

走るだけで阿蘇の魅力を発見、周遊を促進

◎パイオニアの最新のスマート音声ナビ「NP１」を活用した観光周遊施策
◎JTBグループが保有する「るるぶ観光情報」のデータを音声化
◎くまモンを全面に活用した施策

JTBグループ×パイオニアの提案

課題解決
共創ソリューション

IT・デジタルを活用した
新たなユーザー体験（UX）の実現と滞在時間の拡大と周遊促進

両社のアセットを活用し、
観光に関する新たな情報提供の手法を提案
IT活用によるスムーズな観光体験を提案

ユーザー統計データの定量分析を通じ、新たなサービスを開発・改善
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共創事例③くまモン×パイオニア×JTB くまモンランド化構想の共創事例

「NP1」がくまモンランドのおすすめ
スポットや豆知識を自動で案内。
走るだけで阿蘇の魅力を発見！

※くまモン語で案内
※スマホアプリとも連動

PUSH通知（音声＋画像）

旅ナカ
（ドライブ中）

近くに 鍋ケ滝があります。
鍋ヶ滝は高さ10m幅20mと横
に広い滝で美しく流れるその様

は・・・
ここに行くモン？

課題解決
共創ソリューション

旅ナカ・旅アト
（休憩中、ドライブ後）

履歴からアプリで詳細情報確認

走行中に案内された情報はクルマ
の外でも後から確認可能。
・休憩中のカフェ
・ドライブ後のホテル など

詳細情報も確認可能。
面白そうな場所はそのままスマート
フォンからルート設定可能。

さらに

画像

＆

音声
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共創事例③くまモン×パイオニア×JTB くまモンランド化構想の共創事例



共創事例③くまモン×パイオニア×JTB くまモンランド化構想の共創事例
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NP1は、スマートフォンとリンク

フロントガラスに両面添付
付きの台座を貼り、装着
（本来は運転席に装着）

NP1

●今回はiPhone8を利用

エアコン吹き出し口等
クレイドルで取付

スマートフォン

シガー電源 USB電源 or AC電源

シガー用電源ケーブル (※1)

Bluetootｈ接続（※2）

(※1) フロントガラス～シガー電源までピラーの裏を通して配線
(※2) ペアリングする機器が分かるように、テプラをNP1とスマートフォンに番号を添付

車内接続イメージ

NP1 スマートフォン

クルマの中 クルマの外

音声操作

音声案内

画面操作

画面案内

画面操作

画面確認

USB Type Cケー
ブル

【実証実験用セッティング】

Qi付き
スマホクレイドル

ワイヤレス給
電
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共創事例③くまモン×パイオニア×JTB くまモンランド化構想の共創事例

今後の取組み今後の取組み

走行履歴・立寄履歴

操作履歴・反応履歴

統計化

分析

地域の魅力アップ

新たなサービス

くまモンランドの
魅力度アップ

今後の展開

新たなエリアで
サービス展開
（天草エリア）

取得したデータの活用
新たな施策、戦略策定
誘客促進
リピーター拡大
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デジタルソリューションで地域の魅力あるコンテンツを
快適に楽しんでいただくための仕組みを提供

魅力づくり・動機付けで生み出される好循環

旅行者行動
を分析

行動データを
蓄積

集客力向上

コンテンツ
のさらなる
磨き上げ

価値向上
交流人口増
関係人口増

国内旅行客
リピーター化
ファン拡大

国内旅行客
リピーター化
ファン拡大

地域の魅力
価値向上

地域の魅力
価値向上

人口増加
税収増加
雇用増加

訪日観光客
の増加

訪日観光客
の増加

JTBが目指す観光DX



【参考資料】 JTBのデジタルソリューション
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地域観光振興におけるDX推進の取り組みに関するアンケート

調査概要
【調査対象】 JTBメルマガ配信者のうち、自治体・DMO・観光協会に所属されている方
【サンプル数】 155サンプル
【調査期間】 1回目 2月13日~2月20日、 2回目 2月24日~3月3日
【調査方法】 インターネット調査

情報発信・収集状況

マーケティング調査や分析について、あなたの勤め先や部署で、
Q１ 「すでに取り組んでいるもの」をお知らせください。
Q２ 「取り組んではいないが、興味関心があるもの」を

お知らせください。
Q３ 「興味関心がない、または、過去に取り組んでいたが

中止したもの」をお知らせください。

全体 / n=155

人流分析（ビッグデータなど）

SNS分析

Webサイト分析
（Google Analytics等）

Google My Business
（Google Business Plofile）の運用

グループインタビューなど定性調査

アンケートなど定量調査

観光コンサルティング

その他

わからない

一つもない

34.8

35.5

40.0

8.4

23.2

66.5

28.4

5.2

12.9

10.3

43.9

45.2

38.1

56.1

47.1

13.5

38.1

1.9

13.5

9.7

7.1

5.8

8.4

20.6

14.8

5.8

17.4

0.6

38.7

29.0
0% 20% 40% 60% 80%

取り組み済
興味関心あり
興味なし・中止
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データの利活用について

デジタル化により、観光客の嗜好・行動把握が可能に！地域のファン創りへと生かす

SNSデータ

WEBサイト 検索データ

タビマエ

認知 興味・関心・検索 予約・購買

宿泊データ
（OTA）

（OTA外チャネル）

入場販売データ

タビナカ ・ タビアト

利用施設データ体験・入場販売 SNSデータ

行動・来訪・体験 共有・ファン

行動履歴データ

位置情報データ

定量データ

定性・意識データ

公的統計データ

観光予報プラットフォーム

RESAS（内閣府）

GPSデータ アプリデータ 基地局データ

データクレンジング

API連携

観光DMP

地域共創基盤
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【参考資料】観光DX支援 ソリューション紹介

全国の観光事業者様とレジャーチケット
販売事業者様を結ぶ、チケット流通
プラットフォーム

チケットHUBとのAPI連携で、観光
事業者様のデジタル化を支援し、
多様なレジャーチケット販売事業者様
との接続を実現

これからのニューノーマルに対応するべく、
二次元バーコードでの非接触着券対応
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【参考資料】観光DX支援 周遊促進

観光協会サイト

コンビニ

宿泊施設

OTAサイト情報サイト

観光案内所
販売代理店

購入場所

様々なチャネルでの販売で地域内への集客促進、共通券造成で地域内の周遊を促進、地域内へより多くの方にお
越しいただき、より長く、より多くの施設を訪れていただくことを支援



東京を中心とする101の美術館・博物館等の入場券や
割引券がセットになったパス

JTBホームページ・コンビニなどのセラーでの販売だけ
でなく、道の駅やホテルなどでも販売

神戸全域を網羅した全46施設を訪れることがで
きる周遊券観光案内所や周辺ホテルでも販売
を実施

神戸観光スマートパスポート
DMO・地域の周遊促進・価値向上

【参考資料】観光DX支援 周遊促進



観光事業者様向けのB2Bプラットフォーム。

体験型商品の流通を拡大し、予約・在庫を一括管理できます。

各流通先の予約・在庫を一括管理

01
02 事業パートナー

と連携し相互販売

グローバルOTA

を活用し販路拡大
03

04

自社ホームページ

で簡単に販売

JTB BÓKUNでつながる世界
地域内の事業者同士の連携で、旅ナカに新たな販路を創出。

旅行客とのタッチポイントを

全て販売機会にしましょう。

他の体験事業者様

バス会社

旅行会社

観光案内所

宿泊施設

観光協会
／DMO

公式HP

体験事業者様

鉄道会社

新たな顧客層の開拓・販路拡大へ
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【参考資料】観光DX支援 ソリューション紹介



【参考資料】観光DX支援 事例紹介：業務効率化

■課題
①メール・TELのお問合せのみで販売
☞オンライン化により、問合せ業務の削減

②「現地払いのみ」で体験コンテンツ販売
☞事前決済導入により、当日の精算業務削減

③旅行者が同じ時間・同じ場所に集まり三密状態
☞旅行者の分散により、三密回避

■今後の展望
・協会HP掲載商品のラインナップ増加
・周辺ホテルや隣接地域で販売する仕組みの構築
☞宮崎県北地域の滞在時間増へ

DMO/観光協会 「高千穂町観光協会」様



【参考資料】観光DX支援 事例紹介：販路拡大

DMO「そらの郷」様

近隣のホテルのHPで
「過ごし方提案」として

体験コンテンツの
申込が可能に！

クリックすると
JTB BÓKUNの
予約画面に遷移
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【参考資料】宿泊事業者が抱える課題

出所：2014年～2022年までのデータはJNTO「訪日外客数」よりJTB総合研究所が作成

訪日外客数 人手不足

23年7月以降に訪日外客の回復が本格化すると予測

一方、宿泊事業者の人手不足は加速（全51業種中ワースト1位）
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【参考資料】観光DX支援 ソリューション紹介：業務効率化

顧客満足度や館内消費のアップを
図りたい

せっかくの旅行なので様々な情報を
知りたい

情報を伝えたいが更新に時間をか
けたくない

いつでも知りたいことを気軽に問い
合わせしたい

インバウンド復活を見据えて多言語
対応をしたい

言葉の壁があるので、
問い合わせをしにくい

スタッフ ゲスト

こんなお悩みを解決します！

お部屋に設置されたQRコードを、ゲストが自身のスマートフォンでスキャンすると、
施設専用の情報端末＆多言語コミュニケーションツールに大変身します！
専用アプリ・専用端末・初期工事は一切不要です。
※ゲストの個人情報の入力は必要ありません。

Kotozna in-room＝新しいおもてなしのカタチ

ゲストの滞在にもっと”快適”を、スタッフのおもてなしに更なる”変革”を。
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【参考資料】観光DX支援 ソリューション紹介：業務効率化

多言語コミュニケーション「Kotozna In-room（コトツナ イン ルーム）」

Kotozna㈱とJTBによる共同事業として2020年2月開始

ゲストのｽﾏｰﾄﾌｫﾝ画面

（例：タクシー予約）

情報提供
館内施設・よくある質問

周辺飲食施設＆観光情報などを

メニュー画面から展開。

クーポン発信も可能。
（順次サービス拡充）

コミュニケーション
ゲスト自身のスマートフォンを使って

スタッフへ問合わせが可能。

スムーズな双方向コミュニケーションを実現。

(109言語対応)

注文受付機能
アメニティの依頼や、タクシー予約

などに必要な最低限の情報を

自動収集。業務効率を大幅に向上。
※チャットボットはルールベース型を採用
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【参考資料】 観光DX支援 ソリューション紹介：業務効率化

旅マエ 業務改善

旅ナカ 旅アト

デジタルソリューション
レベニューマネジメント

POSシステム
スマートチェックイン・アウト

（オンライン精算）
など

予約管理
スマートチェックイン

多言語コミュニケーション
スマートチェックアウト（キャッシュレス化）
精算情報のPMS自動登録

ExcelやWord、紙伝票からの
転記入力の省力化など
PC業務の自動化

PMS
宿泊予約管理
フロント会計
売掛管理
顧客管理

など

観光チケット等の提案
アンケート収集と分析
顧客セグメントとリピータ育成

JTBデータコネクトHUBは、データをつなぐAPIを共通化することで、デジタルソリューション導入の
障壁であるコスト負担も低減し、宿泊事業者がデジタルソリューションを導入しやすい環境を提供します
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【参考資料】観光DX支援 ソリューション紹介：業務効率化

「Kotozna ㏌-room」 × 「JTBデータコネクトHUB」 × 「PMS」

今まで これから

伝票確認・PMS入力 チェックアウト・精算 課題

時間集中？
業務に偏りが…

チェックアウト
時間の集中

請求料金の確定

今までは、未精算の請求料金はチェックアウト時にお客様にお支
払いいただく必要がありました。
チェックアウト時間が集中するため、従業員の業務に偏りが生じて
いました。

(チェックアウト)・精算

精算額は？

精算額の確認

お部屋で
精算ができる

様々なオンライン決済手段

精算済み情報は
PMSへ登録

これからは、お部屋で精算が可能となります。
お客様は未精算額の確認、精算はオンライン決済が
可能となり、決済完了は精算済み情報をPMSへ登録されます。

※領収書はフロントで発行



旅マエ（宿マエ） 旅ナカ(宿ナカ) 旅アト(宿アト)

情報・共有 チェックイン

顧客嗜好
アレルギー

スタッフの関与度＝アンケート満足度の向上へ

客室案内

約款説明
館内案内

チェックアウト

伝票PMS入力

配膳・席割り
対応

業
務
課
題

外国人
対応

宿泊者・館内対応

部屋注文 外国人
対応

食事・浴室

清掃指示

フロント・受付

予約情報
確認

部屋確認
鍵お渡し

鍵回収
代金精算

領収書発

フロント・受付

当日の予約
共有

理
想
像

• 接遇分野：チェックインアウト、カードキーやスマートロック
• 精算分野：予約注文、館内POS、オンライン決済
• バックオフィス：電子証憑

優先すべきマイクロサービス領域
実
現
す
る
た
め
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

PMS PMS PMS PMS PMS

D
CH

• お客様から評価されない
業務をデジタル化

• 人でしかできないお客様
とのコミュニケーション増

• 観光チケット
• 体験ツアー、ガイドツアー
• 周遊券など

JTBの強み

場
面

D
CH

D
CH

D
CH

D
CH

• お客様から評価されない
業務をデジタル化

• 人でしかできないお客様
とのコミュニケーション増

観光DX支援 ソリューション紹介：業務効率化




